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 【広報統計課】 

 １ 超帰省応援事業について 

  

【観光課】 

 ２ 「ハマる、ハチノヘ。」アクションプランの策定について 

 ３ 地震からの復興ＰＲの取組について 

 ４ 食のまち・八戸応援食事券事業について 

 ５ 国立公園種差海岸の魅力向上事業について 

 ６ 観光・物産ＰＲ（イベント参加・実施）について 

 ７ アニメコンテンツを活用したデジタルスタンプラリーの 

実施について 

 ８ 令和８年八戸えんぶりについて 

日時：令和８年３月 18 日（水） 

   午前 10 時 

場所：第２委員会室 
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友人や同僚を連れて地元に帰省したり、友人等の帰省についていき、友人の地元を自

分の地元のように楽しむ「超帰省」について、八戸市で事業化することにより、友人とい

う信頼関係を持った人を介しての関係人口の創出を図る。 

今年度は、「超帰省応援事業」として、「クーポン事業（はちのへ超帰省クーポン）」と

「超帰省お試し旅」をトライアルで実施し、令和８年度からの本格運用につなげる。 

 

  「はちのへ超帰省クーポン」は、市内で体験サービスを提供している事業者と連携

し、超帰省で来八された方に、より多くの体験をすることで八戸を知り、楽しんでいた

だけるよう、市内６店舗で使える優待クーポンを事業者負担により発行したもの。 

  クーポンは、電子クーポンと紙媒体の２種類があり、事業者が提供するサービスの料

金割引が受けられる。 

 

〇申請件数        114 件 

〇利用回数        延べ 26 回 

〇利用人数（同行者含む） 延べ 77 人 

 〇利用率         22.8％ 

〇申請者について 

  ・男女別 ①女性：79 件（69.3％） 

②男性：35 件（30.7%）  

  ・地域別 ①首都圏：56 件（49.3%） 

  ②青森県内：36 件（31.6%、うち八戸市は 30 件） 

②東北地方（青森県以外）：12 件（10.5%） 

  ・年齢別 ①20 代：33 件（28.9％） 

②30 代：26 件（22.8％） 

③40 代：19 件（16.7％） 

    

 超帰省応援事業がメインターゲットである「24 歳以下の市外在住の若者」に効果的に

訴求できるよう参加者から具体的な意見をいただくため、「私のすすめる八戸旅」をテー

マとして、公募型プロポーザル方式で選定した事業者によるモニターツアーを実施した

もの。 

 

○概要  

・プロポーザルで選定された３事業者が実施。 

「ハマる、ハチノヘ、」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 
総 合 政 策 部 広 報 統 計 課 



2 

 

・各事業者の実施日程は２泊３日で、参加者は１組３名程度。 

・プランの中にクーポンコンテンツを 1 つ以上含め、八戸市に帰省したような感覚を

味わえるよう、地元ならではの体験や地域の魅力を感じられるコンテンツで構成す

る。 

・最終日の夜にディスカッションの時間を設け、お試し旅の内容や八戸市の魅力、超帰

省応援事業のプロモーション方法等について参加者・事業者が意見交換を行う。 

 

 ○実施事業者 

事業者名 実施内容 実施期間 

八戸ゲストハウス 

トセノイエ 

八戸酒造の蔵見学や、地域交流モーニング、八戸で暮

らす 20～30 代の同世代と交流するランチ会等 
R7.9.5～9.7 

合同会社カイタック 
ナイトカヤックや海辺の朝ヨガ、みちのく潮風トレイ

ルのトレッキング、八戸の食材でバーベキュー等 
R7.9.8～9.10 

㈱ＡＣプロモート 
南郷地域でのワイン用ブドウ収穫や横丁巡り、種差エ

リアでのサイクリング、館鼻岸壁朝市での朝食等 
R7.9.26～9.28 

 

○参加者・事業者からのフィードバック内容（一部抜粋）。 

① プロモーション方法について 

・メインターゲット層はGoogleではなくTikTok等で検索することが多く、Instagram

や X よりも TikTok や BeReal といった SNS が身近である。 

・大学・研究室・掲示板への広告物掲示のほか、メインターゲットの親にあたる世代

へアプローチが有効だと思う。 

・ディスカッションの中で、市外に出た若者は親を通じて LINE で地元の情報を得る

ことが多いという意見があり、八戸にいる親世代がシェアしたくなる情報発信の工

夫が必要だと感じた。 

 

② 八戸の魅力について 

・年齢や立場を超えた気さくな関わり方や、外部からの来訪者も快く受け入れるなど

の人の魅力。 

・横丁のディープでフレンドリーな文化や、中心街がコンパクトで江戸時代からの町

割りが残る独特の都市構造。 

・種差海岸などの雄大で美しい自然に日常的にアクセスしやすいなど自然の魅力が

ある。 

 

令和７年度の「はちのへ超帰省クーポン」協力事業者は、トライアルということもあ

り、八戸市からお声がけし、事業の趣旨に賛同いただけた６事業者のみで実施したが、

クーポンの申請者アンケートやお試し旅で寄せられた意見を基に、より多種多様なクー

ポンコンテンツの充実を図ることが必要であることから、令和８年度の協力事業者につ
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いては公募で選定された 11 事業者に加えて、是川縄文館、YS アリーナ八戸のサービス

も追加し、計 13 事業者のサービスを提供する予定としている。 

  また、クーポンの申請件数に対して利用率が 22.8％と低調だった結果を踏まえて、

来年度のクーポン協力事業者及び提供サービスの拡充を実施したところである。 

加えて、今年度も実施した市内大学・専門学校・高校の卒業生や八戸特派大使への紙

クーポンの配布や、当市から進学した市外大学でのポスター掲示協力依頼を行い、ＳＮ

Ｓ等でのこまめな情報発信に努めるとともに、ターゲットを絞った有料インターネット

広告の実施も予定するなど、クーポン活用の促進に向けた取組を進める。 

 

  2,253 千円（うち国庫補助金 1,071 千円）※補助率 1/2 
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「ハマる、ハチノヘ。」アクションプランの策定について 

 

１ アクションプランについて 

・「ハマる、ハチノヘ」観光振興プラン 2025～2029 の方針を具体化するアクションプランとし   

て令和７年 10 月に策定 

・八戸観光の新たな展開に向けた実行計画 

 

２ アクションプランの位置づけ 

観光振興プラン アクションプラン 

基本方針・数値目標を示す 方針を実現するための具体的取組を示す 

『何を目指すか』 『どう実現するか』 

 

３ アクションプランの概要について 

・新規事業数 20 ⇒ 優先的に着手すべき事業８ 

 

４ 優先的に着手すべき８事業について 

（１）食のまち・八戸の推進 

①ワールドシーフード・ウォーク（仮称）の実施 

②八戸食文化会議（仮称）の実施 

（２）国立公園「種差海岸」の魅力向上 

③「種差」地区計画策定事業 

④みちのく潮風トレイルと八戸十和田トレイル 

  を連動させた PR 事業の実施 

（３）インバウンド対応の充実 

⑤受入れ環境整備（グーグルマップ対応等） 

（４）持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）を活用した観光地マネジメントの取組 

⑥指標評価ワーキンググループの設置等による取組の推進 

（５）観光人材の育成 

⑦観光人材育成プロジェクトの実施 

（６）観光による経済活性化 

⑧宿泊税検討会の実施 
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５ アクションプラン掲載事業の来年度主要予算 

（１）ワールドシーフードウォーク開催事業費（８，２０３千円） 

市内全域を舞台に、海鮮料理を「食べて・学んで・巡る」食文化イベントを開催 

（２）八戸食文化会議開催事業費（５６１千円） 

当市の食文化の体系的な整理と、観光コンテンツ創出、情報発信体制構築に関する検討を   

実施 

（３）【仮称】みちとわフォーラム in 八戸開催事業費（２，２００千円） 

みちのく潮風トレイル・八戸十和田トレイルの関係者、専門家、観光事業者等によるフォ   

ーラムの開催 

（４）Google マップ活用セミナー委託料（１，７９１千円） 

Google マップ活用の重要性などの基礎を学ぶセミナーの実施に加え、Google ビジネスプロ    

フィール登録等について参加者の習熟度に応じたワークショップを行う。 

（５）持続可能なガイドライン（JSTS-D）事業費（４２１千円） 

持続可能なガイドラインの取組を進めるための経費 

（６）市内小中学校向け種差海岸体験学習ガイド派遣業務委託料（３３０千円） 

地元の小中学校を対象に、遠足等で種差海岸を訪れる際のガイド費用を補助し、専門ガイ   

ドによる案内のもとで海岸を歩く体験プログラムを実施する。 

（７）宿泊税検討会事業費（１，０１２千円） 

宿泊税導入を検討するための検討会開催費用。 

 

６ 宿泊税検討委員会の設置について 

（１）宿泊税の概要 

①宿泊税は、観光資源の魅力向上や情報発信、旅行者の受入環境の充実、その他の観光振興を  

目的とした法定外目的税。税収は観光振興を目的とした事業に活用 

 ②国内では 19自治体が導入済みで、約 30 自治体が 2026 年中の導入を予定。 

③人口減少や高齢化による歳入減少や社会保障費の増加で観光関係費が将来減少することが見  

込まれるため、安定的な財源確保の手段として宿泊税導入を検討する自治体が増えている。 

 

（２）宿泊税導入までの基本的な流れ 

宿泊税導入には、検討開始から概ね 2年程度を要する。 

①検討・調整（現状分析、制度設計、検討委員会設置） 

②合意形成（宿泊事業者や観光団体との意見交換、住民説明、条例制定） 

③準備・施行（総務大臣同意、システム構築、制度施行） 

 

（３）検討委員会の設置について 

当市では、宿泊税の導入の是非を検討するため、有識者や宿泊事業者等による検討委員会を設

置します。 



「ハマる、ハチノヘ」観光振興プラン【新規事業一覧】 【新規事業数20】

基本方針 方針
プラ
ン施
策

展開する施策 アクションプラン（新規事業） R8当初予算

1 食べ歩きできるコンテンツ開発
★①ワールドシーフード・ウォーク（仮称）の
実施

〇

2 当市の水産・畜産等と観光を融合させた新たな観光の創造 ★②はちのへ食文化会議（仮称）の開催 〇

3 食べに行きたくなるまちの仕掛け ③食のガイドブック製作

4 地元特産品の販売促進

5 「種差海岸」の豊かな自然の活用と守るべき価値の保存 ④八戸流サステナブルツーリズムの実施

6 民間投資を呼びこむエリアの設定 ★➄「種差」地区計画策定事業

7
文人墨客に愛された独自の魅力や歴史を活かしたブランディ
ング

⑥メタ観光の推進

8
みちのく潮風トレイルと八戸十和田トレイルを連動させたPR
とトレイルのスタート地点としてのブランド価値の向上

★⑦みちのく潮風トレイルと八戸十和田トレイ
ルを連動させたPR事業・イベント等の実施

〇

9 ターゲット、情報発信方法の精査

10 広域連携によるプロモーション強化

11 受入環境の整備 ★⑧グーグルマップ対応の充実 〇

12
訪日客の現状やニーズを詳細に把握する（アンケートの強化
等）

13 観光コンテンツを活用した宿泊観光の促進

14
アウトドアスポーツツーリズム・サステナブルツーリズム・
アドベンチャーツーリズムの推進

④八戸流サステナブルツーリズムの実施【再
掲】

15 地元ならではの体験プログラムの開発

16 広域連携

17 中心市街地の公共施設等を活用したまち歩き ⑨ハチノヘウォーカブル事業【継続】 継続

18 スポーツ大会・合宿等の誘致

19
地域の文化や伝統の保存と活用、歴史的資源を活用した観光
の推進

⑥メタ観光の推進（再掲）

20
目的地となるような宿泊施設の誘致や大規模なスポーツ大会
に対応するための宿泊施設への支援

⑩宿泊施設等の改修・整備計画策定支援

21 交通アクセスの向上・八戸駅のゲートウェイ化の促進

(7)地域全体での
連携強化

22 地元観光事業者等と連携した取組

23
観光情報サイト、SNS、イベント、商談会、メディアなどを活
用した効果的な魅力発信

24
旅行会社・交通事業者（鉄道、航空、高速道路、バス、タク
シー等）と連携した取組

25 データ基盤の整備と活用の強化

26 MICEの誘致促進

27 大型客船の誘致

〇基本方針２
持続可能な観光
の確立

持続可能な観光を
確立し、地域経済
の発展、環境保
護、地域文化の保
全と継承を進める

28
持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）を活用しながら、効
果的で持続可能な観光地マネジメントへの取組を進める

★⑪指標評価ワーキンググループの設立等 〇

29
観光の目指す姿や観光による地域づくりを理解してもらうた
めの観光振興プラン概要版の作成

⑫観光振興プラン概要版作成事業【継続】 継続

30
市民が観光地を案内できるようにするための八戸観光ガイド
ブックの作成

③食のガイドブック製作【再掲】

31
観光資源を活用して子どもたちが地域を学び、誇りを持てる
ような教育プログラムの実施

⑬小学生向け観光副読本の作成
⑭市内小中学校ガイド派遣補助制度

〇

32 大学など教育機関との連携強化

⑮大学等との共同研究・教育連携事業
★⑯観光人材育成プロジェクト
⑰食育プロジェクト（食のまちはちのへと連
動）

33
旅行に来てもらうだけでなく、市民が旅したくなる取組の実
施

⑱小中学校におけるラーケーション（学習
(Learning)と休暇(Vacation)）導入事業

34 域内調達率の向上 ⑲地産地消推進事業

35
観光客受入環境の整備促進、観光資源の魅了向上、観光教育
のための財源の確保に向けて宿泊税の導入を検討

★⑳宿泊税検討会 〇

36 住んでよし、訪れてよしのおもてなし向上

37
観光客が祭りや郷土芸能等の体験・交流により地域と結びつ
く取組の実施

※令和７年度から着手したものは【継続】として掲載

★新規事業の中で優先的に取り組む8事業

〇基本方針３
観光振興による
市民の幸福度の
向上

(1)観光人材の育
成

(2)観光による経
済活性化

(3)出会いと交流
（関係人口の拡
大）

〇基本方針１
地域の事業者稼
ぐ観光を目指
し、観光消費額
を拡大する

(1)食のまち・八
戸の推進

(2)国立公園種差
海岸の魅力向上

(3)インバウンド
対応の充実

(4)高付加価値の
創出

(5)文化観光・ス
ポーツツーリズム
の推進

(6)観光インフラ
整備

(8)国内外からの
誘客の促進
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地震からの復興ＰＲの取組について 

 

１ 背景と目的 

昨年 12月 8 日に発生した青森県東方沖の地震により、観光や交通、宿泊施設、特に飲食店に

大きな影響が生じたため、市、VISIT はちのへ、JR、青森県、地元関係者などが連携し、観光客

の回復を目的として、地震からの復興と観光の PR に取り組んでおります。 

 

２ 実施した取組の概要 

（１）「ＪＲ八戸線」全線運転再開に伴う 

お見送り 

実施日：令和７年 12月 30 日（火） 

場所：八戸駅構内（9：29 発 久慈行） 

対応：八戸市、VISIT はちのへ 

内容：お見送り、横断幕掲出 

  

 

 

（２）「東北エモーション」運行再開に伴うお見送り・お手振り 

実施日：令和８年１月９日（金） 

場所：八戸駅、鮫エリア、種差海岸芝生地エリア 

対応：青森県、八戸市、JR 東日本、VISIT はちのへ、鮫観光協会、種差観光協会 

内容：お見送り・お手振り、横断幕掲出 

 

（３）上野駅観光キャラバン 

実施日：令和８年１月 10 日（土） 

場所：上野駅構内（とまり木） 

対応：八戸市、JR 東日本、VISIT はちのへ 

内容：八戸えんぶりのＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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（４）青森・北海道道南産直市 

実施日：令和８年１月 17 日（土）～18日（日） ※催事は 1/14～1/18 

場所：東京駅構内（スクエアゼロ） 

対応：青森県、北海道、青森市、八戸市、函館市、北斗市、JR 東日本、JR 北海道、VISIT は

ちのへ 

内容：八食センター等による物産販売、えんぶり披露、いかずきんズ等によるＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）八戸圏域食旅フェスタ in 日比谷 OKUROJI 

実施日：令和８年１月 24 日（土）～25日（日） 

場所：八戸都市圏交流プラザ「８base」 

対応：八戸圏域８市町村 

内容：八戸圏域構成市町村による観光 PR、八戸圏域事業者による物産販売 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ツガルカイセンＰＲイベント 

実施日：令和８年１月 31 日（土）～２月１日（日） 

場所：仙台駅３階 みどりの窓口前通路 

対応：八戸市、函館市、JR 東日本、JR 北海道 

内容：観光 PR、じゃんけん大会 
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（７）「風っこストーブうみねこ号」お見送り 

実施日：令和８年１月 31 日（土）～２月１日（日） 

場所：八戸駅構内（11:06 発 久慈行） 

対応：八戸市、VISIT はちのへ 

内容：お見送り、横断幕掲出 

 

（８）とまこまいスケートまつり 

実施日：令和８年２月７日（土）～８日（日） 

場所：苫小牧市中央公園 

対応：八戸市 

内容：観光 PR、せんべい汁販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）「SATONO」お見送り 

実施日：令和８年２月 11 日（水・祝） 

場所：八戸駅構内（10:50 発 大湊行） 

対応：八戸市、JR 東日本、VISIT はちのへ 

内容：いかずきんズやえんぶり太夫による 

お見送り、横断幕掲出 

 

 

 

（10）「リゾートうみねこ」お見送り 

実施日：令和８年２月 21 日（土）～22日（日） 

場所：八戸駅構内（10:26 発 久慈行） 

対応：八戸市、JR 東日本、VISIT はちのへ 

内容：お見送り、横断幕掲出 

 

 

 

 

 

 



6/21 

 

３ 今後実施予定の取組 

（１）はちのへ応援フェア in 羽田産直館 

実施日：令和８年３月 18 日（水）～30日（月） 

場所：羽田産直館 

対応：八戸市 

内容：観光ＰＲ（3/20～3/22）、特産品やご当地グルメの販売 

 

【参考】令和７年度に実施した「はちのへフェア in 羽田空港」実績（10/3～10/5） 

①市長トップセールス 

・日本空港ビルディング㈱役員表敬 10/3（金）14 時～ 

・観光 PR 

②八戸うまいもの市場（産直館）（10/3～10/9） 

・取扱品目数 88 品目 

③空港レストランとのコラボレーションによる限定メニュー販売(10/3～10/6)※1,780 円/食 

・名称：八戸いろどり御膳（八戸ばくだん、ヒラメ刺身、サバフライ等） 

・目標販売数：４日間計 80 食（日あたり 20食）完売 

④郷土芸能披露及びいかずきんズグリーティング（10/3～10/5） 

⑤ふるさと納税返礼品ガチャガチャ（10/3～10/5） 

⑥今後の観光誘客に役立てるデータ収集を目的にアンケート及びを実施。（10/3～10/5） 

 

 

 

 

 

 

 

     （市長トップセールス）          （郷土芸能披露） 

 

 

 

 

 

 

 

（いかずきんズ）         （産直館での物産品販売） 

 

（２）【仮称】大宮駅 産直市 

実施日：令和８年３月 27 日（金）～28日（土） 

場所：大宮駅 

対応：八戸市、JR 東日本、VISIT はちのへ 

内容：観光ＰＲ 



■主催：青森県八戸市　■共催：日本空港ビルデング株式会社   ■協力：北海道新聞社

『買って、食べて、飲んで』羽田空港から八戸を応援！

はちのへ応援フェアin羽田産直館 
羽田空港 第1ターミナル2F マーケットプレイス（羽田産直館）

2026年3月18日（水）～30日（月）
（平日10：00～19：00／土日祝9：00～20：00）

　昨年12月に発生した青森県東方沖地震に
より、八戸市は甚大な被害を受けましたが、多
くの皆様からの御支援により、着実に復興へ
の歩みを進めております。
　本フェアでは、北の風土が育んだ、八戸なら
ではの味覚を取り揃えておりますので、自慢の
逸品を御堪能ください。
　そして是非、八戸に足をお運びいただき、
活気あふれる朝市や、風情ある横丁文化を体
感していただければ幸いです。
　本フェア開催にあたり、貴重な機会を御提
供いただきました日本空港ビルデング株式会
社様に、心より感謝申し上げます。

八戸地域の名産品や加工品を中心に販売！普段使いから手土産・ギフト
まで、気軽に選んで応援できます。

八戸の地酒を試
飲で楽しみ、気に
入った商品はそ
の場で購入可能
です。

イートインでは郷土料理「せんべい汁」
「いがめんち」を提供。“味覚から八戸を
知る”体験をお楽しみください。

はちのへ名産品販売買って
応援！ はちのへご当地グルメ販売 食べて

応援！

はちのへ地酒
試飲＆販売会飲んで

応援！

ハマる、ハチノヘ。を
お楽しみください！

ハチプチギフトを
プレゼント！

八戸市長    熊谷  雄一
※先着順、商品が無くなり次第終了となります。

【プレゼント日時】
3月20日（金・祝）
3月21日（土）
3月22日（日）

13:00～17:00
10:00～17:00
10:00～15:00

ガリチョコ
君 ガリチョコ

君ホワイトチョコQ助
・白いチョ

コQ助

ガリチョコ
君いちご ラー油割

れせん 割れチー 

チョコQ助のしんぼりから東京初出荷

東京初 東京初 東京初

商品が登場！ 
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食のまち・八戸応援食事券事業について 

1 目的 

物価高騰による外食控えと、青森県東方沖地震による建物や食器等の什器への被

害に加え、自粛による予約キャンセル等が発生するなど、大きな被害を受けた市内

飲食店を支援することを目的に、市内飲食店で使用できる食事券を販売するもの。 
※財源は、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用。 

2 概要 

項 目 内 容 備 考 

(1)食事券 
1,000 円×８枚綴り＝8,000 円 
１人１セット限り 
5,000 円で販売 プレミアム率 60％ 

 

(2)発行総数 20,000 セット  

(3)対象者 八戸市民 
R8.3.1 時点で住民

登録があること 

(4)購入方法 

専用 Web サイト・LINE・専用往復

はがき事前申込制 
① 申込期間 

R8.3.1～R8.3.14 

② 申込結果（3/14 現在） 

 web 申込 8,670 件 

 LINE 申込 10,217 件 

 はがき申込 1,521 件 

合計 20,408 件 

申込内容の確認・精

査中 

(5)食事券利用店舗 

○一次募集 
R8.2.10（火）～R8.2.28（土） 
○二次募集 
R8.3.1（日）～R8.3.12（木） 

 合計 294 件 

294 店舗 

（R8.3.16 時点） 

(6)食事券販売店舗 11 店舗（市内スーパー等）  

(7)販売（引換）期間 R8.4.1（水）～R8.5.19（火）  

(8)利用期間 R8.4.1（水）～R8.6.30（火）  

3 事業費 

7,800 万円（委託料：1,800 万円・食事券原資：6,000 万円） 

「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料
令 和 ８ 年 ３ 月 1 8 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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国立公園種差海岸の魅力向上事業について 

 

１ 種差キャンプ場の東屋修繕 

 

(1) 概要 

種差海岸を鳥瞰できる当東屋は、観光客、種差キャンプ場の利用者及びハイカー

等による利用者が多い場所であり、昭和 57 年に竣工してから 40 年以上にわたり、

潮風や強い日差しといった厳しい自然環境にさらされたことで老朽化が著しく、天

然芝生地の景観保全及び利用者の安全と利便性を確保するために修繕を行った。  

 

(2) 修繕期間 

令和７年 10月 28日から令和７年 12月 26日まで 

 

(3) 修繕内容 

  従前の雰囲気を維持し、耐用年数を延ばすため以下を実施 

  ・「接ぎ木」の手法による、一部の柱の根本１ｍ程度を新しい材木へ取替 

・すべての腰壁を取替 

・錆びた金具類の取替 

・すべての材木に風雨や虫に保護効果がある薬剤を塗布 

・床タイルの破損個所を補修 

 

(4) 東屋写真 

■修繕前                 ■修繕後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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２ ＪＲ種差海岸駅の駅舎改修 

 

(1) 概要 

  1924 年（大正 13 年）に開業し、ＪＲ八戸線の中でも特に観光利用が多く長年に

わたり地域の方々や観光客に親しまれてきた駅舎について、東日本旅客鉄道株式会

社盛岡支社においてリニューアル改修工事が行われた。 

 

(2) 改修工事開始日 

  令和７年 10月 16日 

 

(3) 駅舎使用開始日 

  令和７年 12月１日（同日記念セレモニーを開催） 

 

(4) リニューアル内容 

外 観：種差海岸を「日本一の絶景」と讃えた鳥瞰図絵師・吉田初三郎のアトリ

エ兼別荘「潮観荘」をイメージ 

 

駅舎内：天井には吉田初三郎による「八戸市鳥瞰図」（1953 年）を装飾 

 

 

 

 

 

（写真提供：株式会社デーリー東北新聞社） 
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３ ＪＲ種差海岸駅前の観光案内板の更新 
 

(1) 概要 

ＪＲ八戸線を利用して種差海岸を訪れる観光客やハイカー等の受入環境の改善

を図るため、平成 17 年に設置し、平成 26 年の更新から 10 年以上が経過し、掲載

情報が古くなっていたほか、経年劣化により文字が読みにくくなっていたＪＲ種差

海岸駅前の案内板を業務委託により更新した。（令和８年３月２日完成） 
 

(2) 更新内容 

板面（W1,200㎜×H600 ㎜）の張替 

① 駅舎リニューアルにより天井に描かれた鳥瞰図と連動した一体的なＰＲを図

るため吉田初三郎と潮観荘の概要を紹介 

② 徒歩での周遊を想定し、蕪島までの広範囲マップではなく、種差海岸駅前周 

辺マップを拡大して掲載 

③ VISITはちのへの種差海岸案内ページにつながるＱＲコードを掲載 
 

(3) 板面デザイン（新／旧） 
  
 ■旧デザイン（平成 26年 10月～令和８年２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 
 
■新デザイン（令和８年３月～） 
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「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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 



14/21 

 

 

 

 

 

 

 

 
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アニメコンテンツを活用したデジタルスタンプラリーの実施について 

 

◎ 事業概要 

 高い訴求力を持つアニメ・ゲームコンテンツを活

用し、これまで接点が少なかった層を八戸エリア

へ呼び込むこむことを目的に「アイドルマスター 

シンデレラガールズ×名鉄観光サービス『ようこ

そ八戸へ！』デジタルスタンプラリー」を本年２月

６日（金）から 3 月 15 日（日）の期間で実施。 

 

 

【イベント内容】 

（１） デジタルスタンプラリー（有償） 

参加者には、三陸復興国立公園及び JR 八戸線を活用した八戸市内の観光スポットなど

11 箇所を周遊していただき、規定の個数を集めると、ユートリー・蕪島物産販売施設

「かぶーにゃ」でオリジナルグッズと引き換えることができる。 

 

（２）キャラクターパネルの設置 

 八戸市内の観光スポットなどにキャラクターパネルを設置し、周遊促進を図る。 

 

（３）コラボグッズの販売 

 市内２箇所でアイドルマスターシリーズとのコラボレーショングッズを数量限定で販売

し、土産品の需要喚起を図る。なお、ユートリーで販売したコラボグッズについては、

3/5 時点で完売した。 

 

 

 

 

 

 

 

「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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【詳細】 

開催期間 2026 年２月６日（金）～３月 15 日（日） 

販売価格 3,000 円（デジタルスタンプラリー参加費） 

実施主体 主催：名鉄観光サービス株式会社  

協力：アイドルマスターシンデレラガールズ、VISIT はちの

へ、八戸市、JR 東日本八戸統括センター、八戸酒造株式会社、

三陸復興国立公園管理事務所 

デジタルスタンプ 

ラリースポット 

約 11 カ所（種差エリア・陸奥湊エリア・歴史文化施設等） 

① ユートリー 

② 史跡根城の広場 

③ 八戸ポータルミュージアム 

はっち 

④ みろく横丁 

⑤ 八戸市魚菜小売市場 

⑥ 八食センター 

⑦ 蕪島物産販売施設 

「かぶーにゃ」 

⑧ 八戸市水産科学館 

マリエント 

⑨ 葦毛崎展望台 

⑩ 種差海岸インフォメーショ

ンセンター 

⑪ 種差海岸駅 

おまけスポット 

・八戸酒造 

・鮫駅 

キャラクターパネル

の設置場所 

大パネル（W60cm×H180cm） 

・ユートリー 

・かぶーにゃ 

・種差海岸インフォメーショ

ンセンター 

小パネル（A3 サイズ） 

・八戸ポータルミュージアムは

っち 

・史跡根城の広場 

・八戸市魚菜小売市場 

・八戸市水産科学館マリエント 

コラボグッズの販売・

デジタルスタンプラリ

ー景品引換場所 

① ユートリー 

②蕪島物産販売施設「かぶーにゃ」 

  

【ユートリー設置パネル】 【かぶーにゃ設置パネル】 【種差 IC 設置パネル】 
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令和８年八戸えんぶりについて 
 
Ⅰ VISIT はちのへの取組（えんぶりを活用した観光 PR 活動等） 

 １．八戸駅でのえんぶり披露 

  （１）目的    「青森県 ・函館観光キャンペーン」において、JR 八戸駅構内で観光客等

に対して 「えんぶり」を披露し、認知度の向上及びえんぶり開催期間中の

来訪につなげる。 

 （２）実施日  令和８年１月 10 日（土） 八戸朳研賛会     

17 日（土） 仲町えんぶり組 

24 日（土） 妻神えんぶり組 

31 日（土） 売市えんぶり組 

 （３）時間   ①９時 50 分～10 時 05 分 

②10 時 50 分～11 時 05 分  ※各日 15 分間２回の披露 

（４）場所   八戸駅東西自由通路 

２．八戸駅へのえんぶり人形設置 

  （１）目的    「青森県 ・函館観光キャンペーン」において、JR 八戸駅構内にえんぶり

人形を設置し、認知度の向上及びえんぶり開催期間中の来訪につなげる。 

 （２）実施日  令和８年１月 11 日（日）～２月 27 日（金） 

 （３）場所   八戸駅新幹線コンコース内 

 （４）協力   はちのへ山車振興会 

 

 

 

 

 

                       

 ３．上野駅でのえんぶり PR 

 （１）目的   「青森県・函館観光キャンペーン」において、東日本旅客鉄道㈱盛岡支

社、八戸市と連携し、えんぶりや八戸の PR を行う。 

 （２）日時   令和８年１月 10 日（土） 12:30～16:00 

 （３）場所   JR 上野駅 3 階エキュート内「とまり木」 

 （４）内容   ・えんぶりの DVD 放映 

         ・八戸観光、えんぶり PR パンフレット等配布 

         ・八戸市の観光コンテンツに関する認知度アンケート 

・アンケート協力者にえんぶり缶バッチ(いかずきんズ)をプレゼント 

 

「ハマる、ハチノヘ。」ツーリズム・ 
シティプロモーション特別委員会資料 
令 和 ８ 年 ３ 月 １ ８ 日 

観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 課 
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４．東京駅でのえんぶり等 PR（伝統芸能を活用した観光 PR 業務を青森県から受託） 

  （１）目的   令和７年 12 月８日に発生した青森県東方沖地震で被害を受けた八戸地域

に関し、震災からの復興を PR し首都圏からの誘客を促進し、青森県 ・函

館観光キャンペーンの一環として、ＪＲ東日本クロスステーションが東

京駅で主催する青森・北海道道南産直市において八戸えんぶりを実施し

たほか、観光ＰＲスペースでの八戸地域の観光情報発信を行った。 

 （２）日時   令和８年１月 17 日（土） ①15:30 ②17:30 

18 日（日） ①11:30 ②14:30   各 20 分間 

 （３）出演組  福田上えんぶり組（南部町） 

 （４）場所   ＪＲ東京駅改札内地下１階 イベントスペース「スクエア ゼロ」 

 （５）その他  観光ＰＲスペースにおいて、八戸地域の観光情報についてのＰＲ 

 

５．冬季コンテンツの開発事業（青森県観光国際交流機構からの受託業務） 

 （１）ツアーの名称 

         「お庭えんぶり前列チケット付き」 

八戸えんぶりと美酒を味わう！冬の八戸満喫体験 

 （２）内容   ①えんぶり解説：八戸市公民館⾧の柾谷伸夫氏による、えんぶりの歴史

や見どころの解説（会場：八戸酒類・旧ほこるや 2 階） 

         ②酒蔵体験：八戸酒類での蔵見学および試飲体験 

         ③街歩き ：「八戸さんぽマイスター」の案内による情緒あふれる横丁巡り 

         ④お庭えんぶり鑑賞：更上閣にて、前列（1 列目または 2 列目）で鑑賞 

⑤限定特典：参加者全員に「えんぶりラベル」の日本酒 2 本をお土産と

して贈呈 

 （３）日程   令和 8 年 2 月 20 日（金） 13:30(集合)～18:00 頃(解散) 

 （４）定員   10 名（応募総数：31 組 45 名） 

         ※申込者の居住地構成について、最も多かったのは、青森市 15 名、県外

では東京都、神奈川県、千葉県を合わせた関東圏からの申込が 11 名、

その他東北地方からの申込であった。 

 （５）参加費  10,000 円（税込） 

 （６）申込期間 令和 8 年 1 月 9 日（金）～1 月 25 日（日） 

 （７）行程    

13：30   集合：八戸酒類（旧ほこるや前） 

13：40～14：25 (45 分) 酒蔵見学・試飲体験 

14：25～15：05 (40 分) 柾谷氏によるえんぶりの歴史解説 

15：10～15：25 (15 分) 八戸酒類でのお買い物 

15：25～16：30  (65 分) 街歩き（マチニワ～横丁散策） 

17：00～18：00  (60 分) お庭えんぶり鑑賞 （1 列目または 2 列目） 

18：00～  アンケート回答後、現地解散 
 



21/21 

 

Ⅱ 八戸えんぶり 

 １．期間   令和 8 年 2 月 17 日（火）～20 日（金） 

 ２．場所   ⾧者山新羅神社、中心街、八戸市庁前、更上閣など 

 ３．主催   八戸地方えんぶり保存振興会 

 ４．入込数  集計中 

 ５．新たな取組  

 （１）お庭えんぶり（更上閣） 

・一般販売において、これまでのローソンチケットでの販売に加えアジア最大級の

旅行体験予約サイト「Kkday」で販売。 

・委託販売枚数：８公演 124 席（完売） 

        ※うち外国人 28 名 （台湾 8 名、香港３名、オーストラリア 13 名、

オランダ１名、ルクセンブルク２名、ドイツ１名） 

・全ての座布団席に座椅子を設置 

・ひざ掛けの更新 

（２）かがり火えんぶり・えんぶり一般公開（市庁前広場） 

・えんぶり披露ステージを縦横 1.8ｍ拡張。(全体：横幅 11.8m 奥行 9.1m) 

・八戸地方の食文化を観光客及び市民に紹介し、食を楽しんでもらうために、飲食出

店エリアを 「八戸うまいもん広場」と題し、各出店者には八戸地域の食べ物を 1 品

以上提供することを条件に開催した。（キッチンカー２台を含む 21 店舗の出店） 
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